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１．概要（Summary） 

架橋カーボンナノチューブに対してヨードベンゼンの蒸

気を流してフェニル基を修飾した。発光スペクトル測定を

行い、カイラリティごとの発光ピークの強度の違いについ

て調査した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高速大面積電子線描画装置、高速シリコン深掘りエッ

チング装置、ステルスダイサー、クリーンドラフト潤沢超純

水付 

【実験方法】 

電子線描画装置とシリコン深掘りエッチング装置を用い

てシリコン基板上に様々な幅のトレンチを作製した。その

後、化学気相成長法によってトレンチに架橋させたカーボ

ンナノチューブを合成し、ヨードベンゼンと反応させ、その

発光特性を顕微分光測定によって評価した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

架橋カーボンナノチューブにフェニル基が修飾された

ことを示す発光ピークが得られた。またチューブ直径が小

さいほどフェニル基由来の発光ピーク強度比が大きくなる

ことがわかった。 
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・共同研究者：Xiaojian Wu, Jacob Fortner, YuHuang 

Wang （アメリカ メリーランド大学） 
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６．関連特許（Patent） 

なし。   

 
Fig. 1 Schematic of a functionalized SWNT 

suspended across a trench of SiO2/Si substrate. 


